
ていてい　亭々　tei-tei

意味
樹木などが高くまっすぐそびえ立つようす。

用法
「～たる杉木立」「～と茂る老木」

てかてか　teka-teka

意味
滑らかに、とても艶やかに光るようす。

用法
「～に磨きあげる」「～に光らせる」

・類似： ぴかぴか、つやつや，つるつる，すべすべ

てきてき　滴々　teki-teki

意味
(1) しずくがしたたり落ちるようす。　(2) あちらこちらに散らばっているようす。

用法
(1) 「～雫が落ちる」　(2) 「～と垣を遮う」

・類似： (1) ぽたぽた　(2) ばらばら

てきてき　適々　teki-teki

用法
「～斎塾」＝「適塾」著名人を多く排出した、緒方洪庵が 1838 年大坂に開いた蘭学塾。

てくてく　teku-teku てくりてくり　tekuri-tekuri てっくりてっく
り　tekkuri-tekkuri

意味
根気よく歩くようす。長い距離を一定の速度で ( ゆっくり ) 歩き続けるようす。

説明
「てくりてくり」や「てっくりてっくり」はよりゆっくりしたようすの語だが、近年は聞かれ
なくなった。

用法
「～と歩いて帰る」

・類似： とぼとぼ，すたすた

てて　手手　te-te
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意味
手。

用法
「お～つないで」

・類似： めめ

てにてに　手に手に　teni-teni

意味
手毎に。沢山の手。多くの人の手。

説明
「手に手を」「手と手を」などの類似があるが、意味は異なる。

用法
「～松明を持つ」「～携えて」

てふてふ　tefu-tefu

意味
チョウ ( 蝶 )，チョウチョウの古語。

てるてる　照る照る　teru-teru

用法
「～坊主」＝晴天を祈って軒下などに吊るしておく紙の人形。

てんてん　転々　ten-ten

意味
(1) よく転がるようす。　(2) つぎつぎと移ってゆくようす。

用法
(1) 「毬 ( まり＝ボール ) が～と転がってゆく」　(2) 「～と住まいを変える」「～流通」＝流通
経路が何度も変わり、繰り返せること。

・類似： (1) ころころ　(2) ころころ，くるくる

てんてん　点々　ten-ten

意味
(1) あちこちに散在する。　(2) 水などがしたたり落ちるようす。

用法
(1) 「～と広がる」「～と血の跡が続く」

・類似： (1) とびとび，ぽちぽち

てんでん　ten-den
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意味
(1) 各自。各人。　(2) 自分自身。

説明
「手に手に」が変化したものとされる。一般には「各自」の意味で、「てんでに」とも言われる。

用法
(1) 「てんでに武器を持って」

・連結： (1) 「～ばらばら」＝各人が思いおもいに ( 勝手に ) 行動するようす。
・類似： (1) めいめい，それぞれ，おのおの，ひとりひとり

3


	ていてい　亭々　tei-tei
	てかてか　teka-teka
	てきてき　滴々　teki-teki
	てきてき　適々　teki-teki
	てくてく　teku-tekuてくりてくり　tekuri-tekuriてっくりてっくり　tekkuri-tekkuri 
	てて　手手　te-te
	てにてに　手に手に　teni-teni
	てふてふ　tefu-tefu
	てるてる　照る照る　teru-teru
	てんてん　転々　ten-ten
	てんてん　点々　ten-ten
	てんでん　ten-den

